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市役所の代表電話は一66一山７

真剣なまなざしで練習の成果を披露

水緑文化 交通安全を願っ

て
こども自転車競技大会

４

月
2
6日
、

小
金
原
の
ユ

ー
カ
リ
交

通
公
園
で
、
こ

ど
も
自
転

車
競
技
大
会

が
開
か

れ
ま
し

た
。

こ

れ
は
、

自
転
車
の
安

全
運
転
を
競

う
も
の
で

、
参
加
者
は
市

内
の
小
学

校

九
校

か
ら
選
抜

さ
れ
て

き
た
四
十
五
人

の
選
手

た
ち
で

す
。

当
日

は
天

侯
に

も
恵
ま

れ
、

大
会
は

順

調
に
進
行
し
て

い
き
ま
し

た
。

選
手
た

ち
は
誰
も
が
緊
張

し
た
表
情

で
コ

ー
ス

を
回
っ
て
い

き
ま
す
。
交
通

ル

ー
ル

を
守
り
な
が

ら
安
全
に
、
し

が

し

遅
す
ぎ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

出

場
選
手
全

員
が
日

ご
ろ
の

練
習
の

成

果
を
出
し
て
頑
張

り
ま
し

た
。

「
交
通
安
全
」
―
み
ん
な
の
願
い

を
、
か
な
え
て
い

き
た
い

も
の
で

す
ね
。

中部小学校チーム

キャプテン 高橋 章郎 くん(左)

個人の部優勝 吉原 千明くん(右)

ぼ
く
た
ち
中
部
小
自
転
車
部
は
松
戸

地
区
大
会
で
優
勝
し
ま
し
た
。

競
技
中
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が

そ
ろ
っ
て
良
い
成
績
を
と
る
こ
と
が
で

き
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
毎
日

の
よ
う
に
練
習
し
た
か
い
が
あ
り
ま
し

た
。
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第７５５号
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/
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剛
春
の
市
民
ぐ
る
み
で
ク
リ
ー
ン
デ
―

み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う

私たちの手できれいに

(昨年の春のクリーンデーから)

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
と
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行
う

「
春
の
市
民
ぐ
る
み
で
ク
リ
ー
ン

デ
ー
」
を
６
月
２

日
旧
に
行
い
ま
す
。

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
は
、
道
路
や
公
園
な
ど
み
ん
な
が

利
用
す
る
場
所
を
、
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
沿

岸
の
住
民
で
江
戸
川
河
川
敷
を
一
斉
に
清
掃
し
ま
す
。

当
日
は
、「
ご
み
減
ら
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
も
開

催
し
ま
す
。

ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
街
づ
く
り
の
た
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

環

境

美

化

運

動

「

ゴ

ミ

ゼ

ロ

の
日

」

６
月
２
日

㈲
を
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ

の
日
」
と
定
め

、
関
東
地
方
一

都
九
県

が
同
一

歩
調
を
と
り
、

統
一
美
化
運
動
を
行
い

ま
す
。

時
間
…

午
前
中
の
一
時
間
程

度
清
掃

範

囲
・・
・
町

会

内

の
公

園

な

ど
の

公

共

ス

ペ

ー
ス

や

家
の

周

辺
の

清

掃

を
し

て

く

だ

さ
い

。

主

催
＝
・
関

東
地

方

一

都

九
県

お
よ

び
各

市

町

村

※

雨

天

の

場

合
は

９
日

㈲
に

延

期
し

ま

す

。

蠢

清
掃

第

一

課

業
務

係

江

戸

川

ク

リ

ー

ン

作

戦

河

川

美
化

月

間
の

一
環

と
し

て

、
江

戸

川

沿

岸
の

十

四

市
区

町

村

が
同

一
歩

調
を

と

り

、
河

川

敷

の
清

掃

を
行

い

ま

す

。

時

間
・
＝
午

前
９

時

恚

…一
時

集

合
揚

所
・
・・
地
図

上

Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ

・
Ｄ

の

地

点

清

掃

範
囲
・
：

栗

山
取

水

場

か

ら

松

戸

排
水

機

場
ま

で

の

河
川

敷
主

催
・：

建

設

省
江

戸

川
工

嶌

事

務

所

※

雨
天

の

場

合
は

、
９

日

㈲
に

延

期
し

ま

す

。

雋

清
掃

部

管

理
課

庶

務

係

建築ルールを

守りましょう

建築基準法による確認済

確認年月日番号 平成 年 月 日 第 号

建築主事氏名

建 築主又 は

築 造主氏 名

設 計者氏 名

工事施工者氏名

工事現場管理者

氏 名

松戸市役所 建築部建築指導課

建
物
を
新
築
し
た
り
増
築

し
た
り
す
る
と
き
に
は

、
事

前
に
そ
の
計
画
が
建
築
関
係

法
令
に
適
合
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
の
確
認
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
工

事
中
は
、
確
認

を
受
け
て
い

る
旨
の
「
表
示

板
」
（
上
図
）
を
掲
示
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

確
認
を
受
け
な
い
で

建
築

し
た
り
、
確
認
と
異
な
る
建

物
を
建
築
す
る
と
、
近

隣
の

人
だ
ち
と
の
ト
ラ
ブ
ル

を
招

く
だ
け
で
な
く
、
建
物
の

防

火
性
・
安
全
性
・
衛
生
面
な
ど

で
支
障
が
出
た
り
し
ま
す
。

建
築
基
準
法
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、
ル

ー
ル
を
守

っ
て

住
み
よ
い
街
づ
く
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

蠢
建
築
指
導
課
建
築
指
導
係

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め

人
権
を
大
切
に

憲
法
に
も
う
た
わ
れ
て
い
る

と
お
り
、
基
本
的
人
権
は
、
人

が
平
和
に
生
き

る
た
め
に
、
も

っ
と
も
大
切

な
権
利
で

す
。

毎
年
６

月
１
日
は
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
で
す
。
人
権
擁

謾
委
員
は
国
民
の
基
本
的
人
権

を
擁
護
し
、
見
守
る
、人

権
の
見

張
り
役
で
す

。

明
る
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
、

人
権
擁
護
委
員
は
皆
さ
ん
の
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

※
人
権
相
談
に
つ
い
て
は
、
四

ペ
ー
ジ
の
「
相
談
の

ご
案
内
」

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

黯
援
護
課
庶
務
係

市の人権擁護委員

鈴

木

一

夫

高
橋
む
つ
き

平
根
孝
男

谷

口

充

徳

永

井

修

洋

青

野

哲

玄

和

田

康

男

有

坂

星

子

島

村

芳

子

氏

名

ニ
ツ
木
一
四
四
－

二

上
本
郷

二
三
三
四
土
（

大
谷
口
＝
二

九
－

六

中
金
杉ニ
ー
ニ
○

松
戸

一
九
〇
〇

馬
橋
二
五
四
七

松
戸
新
田
一
八
－

四

金
ヶ
作
三
〇
六

松
戸
市
仲
井
町

ニ
ー
一
二
八

住

所

4
1―

０
１
９
２

6
7－
１
４
０
４

4
2－
１
４
８
８

２４
－
７

９

２

５

6
2ｊ
２
９
０
４

4
1－
３
０
０
９

C＼
J

冖
ｈ
）－
７

８

５

３

７８
－
５

０

５

５

２Ｑ
）－
５

２

８

６

電
話
番
号

江
戸
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
会
場

６月２日

ご
み
減
ら
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

「
に
こ

に
こ
・

ぷ
ん
」
も
登

場

日

時
・：

６

月

２
日

㈲

午
前
1
0

時
3
0
分
～

午

後
２

時

会

場
・・
・
江

戸

川

河
川

敷

（

三

郷

有

料

橋
下
・
上

図

参
照

）

※
雨
天
の
場
合
は
、
市
民
会
館

に
会
場
を
変
更
し
て
、
午
後

１
時
～
５

時
に
行
い
ま
す
。

蠢
ご
み
を
減
ら
す
課

いつも楽しい「にこにこ・ぷん」の仲間たち

内 容 時 間

ごみ減らし標語などの表彰
午前10時30分

～10 時55分

ｷｬﾝ ﾍﾟｰﾝｿﾝ ｸ 「゙踊るごみ

減らし」披露

午前10時55分

～11時10分

おかあさんといつしよ

｢にこにこ・ぷん｣オンステージ

午即 塒25分～

午後Ｏ時1吩 、

フリーマーケット「たから市」

午前10時30分

～ 午後２時
減量・減容機器展示会

市民団体による紙すき・紙パッ

ク回収

※午前９時から 行 われる 江戸川クリーン 作戦に参

加し てく ださい。

総合福祉会館内の各施設の電話が直通に

５月から下表のとおりの電話番号になりました。

県

老

人

大

学

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

矢

切

公

民

館

図

書

館

分

館

教

育

研

究

所

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

の

ぞ

み

学

園

あ

ゆ

み

学

園

総

合

福

祉

会

館

施

設

名

昔
6
8－

ー
ア
９
６
番

昔
6
8１
１
５
０
８
番

豐
6
8－

１
８
１
４
番

雲
6
5－

５
５
８
８
番

昔
6
8１
１
２
１
４
番

昔
6
8ｊ
１
３
５
２
番

雪
6
8－

１
２
４
３
番

雪
6
8－

１
３
１
７
番

霤
6
8１
１
４
７
２
番

さ
6
8１
１
４
８
４
番

豐
6
8－

１
４
９
３
番

昔
6
8１
１
６
３
２
番

昔
6
8－

１
６
５
５
番

酋
6
8～
１
６
３
０
～
１
番

・
１
6８－

１
２
４
１
～
２
番

電
話
番
号

６

月
定

例
市
議
会
開
催
予
定

平

成
３

年
松

戸

市

議
会

６

月

定

例

会

は

、
６

月
1
7
日

か

ら
2
7

日

ま
で

開
催

さ

れ

る
予

定
で

す
。

請

願

・
陳

情

は
６

月

１９
一
日

團

午

後
５

時
ま

で

に

提
出

し
て

く

だ
さ
い
。

※

傍
聴
さ
れ
る
際
は
日
程
を
あ

ら
か
じ
め
確
認
し
て

く
だ
さ

い
。

黷
市
議
会
事
務
局
議
事
課

2
7困
2
5㈲
2
4回
2
1愬
2
0困
1
9團
1
8㈲
1
7目
期
日

本

会

議

常

任

委

員

会

本

会

議

招
集
日

・
本
会
議

会

議

予

定

議
案
な
ど
の
議
決

議
案
な
ど
の
審
査

一

般

質

問

議

案

説

明

主

な

内

容

市
民
会
館
が
臨
時
休
館

市
民
会
館
は
、
電
気
室
等
改

修
工

事
の
た
め

、９

月
３
日
㈹
・

４
日
南
と
会
館
の
利
用
は
で
き

ま
せ
ん
。
受
付
業
務
に
つ
い
て

は
、
４
日
困
か
ら
平
常
ど
お
り

行
い
ま
す
。

蠢
市
民
会
館
｀
6
8－
1
2
3
7

濤



1991年(平成３年)５月20日

電子計算機による

個人情報処理の公表

市
民
の
個
人
情
報
を
保
護
す

る
た
め
、
平
成
元

年
４
月
１
日

か
ら
「
電
子

計
算
機
処
理
に
係

る
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る

条
例
」
を
施
行
し
て
い

ま
す
。

こ
の
条
例
で
は
、
電
子

計
算

機
処
理
に
よ
り
、
ど
の
よ

う
な

個
人
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る

か
、
そ
の
状
況
を
公
表
す
る
よ

う
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

平

成
３
年
度
か
ら

、
新
た
に

電
子

計
算
機
処
理
を
開
始
す
る

業
務
、
処
理
を
中
止
す
る
業
務

な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま

す
。
蠢
事
務
管
理
課

平成２年度から継続している主な業務

機関名 事 務 名 主 な 収 集 項 目 対象者

市

長

市民 税賦 課 収納
氏名、住所、収入、控除、課税標準、税

額、口座

納税義務者
固定資産税賦課収納

氏名､住所､地番、地積、地目、評価額、

建築年、課税標準、税額、口座

軽自動車税賦課収納 氏名､住所､標識番号､車種､税額､口座

住 民 基 本 台 帳
氏名､住所､性別、続柄、世帯主、本籍、

筆頭者
住 民

印 鑑 登 録 氏名､住所､性別､印鑑登録年月日､印影

外 国 人 登 録 氏名､住所､性別､生年月日､続柄 外 国 人

国民年金賦課収納
氏名、住所､ 記号番号、資格、得喪年月

日、保険料、口座

納 入 者

国民健康保険賦課収

納

氏名､ 住所、記号番号、資格、得喪年月

日、保険料、口座

国民健康保険資格
氏名、住所、記号番号、資格、得喪年月

日、診療報酬額、診療報酬内容
受 給 者

児 童 措 置 関 係

及 び 賦 課 収 納

氏名、住所、児童氏名、階層、所得、保

育料、口座 納 入 者

下 水 道 使 用 料 氏名、住所､ 使用料、口座

生 活 保 護 事 務
氏名､住所､性別､生年月日､続柄､学歴､職

業､口座内容､電話番号､扶助額

生 活保 護

受 給 者

教育委員会 中 学 校給 食管 理
氏名、保護者氏名､住所､性別､口座内容、

在学中学校

中学在校生

および教職

員

中止する業務

機関名 事 務 名

市 長
老人医療

医療機関別件数表

新規に開始する業務

機関名 事 務 名 主 な 収 集 項 目 対 象 者

市

長

戸 籍 総 合 管 理

氏名、性 別、生年月日、 続柄、 本籍、筆頭者、 前

筆頭者、 戸籍編製年月日 、除籍年 月日 、既決犯 罪

通知に関 する 事項

松戸市本 籍人 およ び

除籍者

老 人 医 療

支 給 申 請 処 理

氏名、住所 、性別、生年月日、傷病名､ 口座内 容、

保険 ・共 済、電話番号

老人医 療受給者およ

び柔 道整復師

三 歳 児 抽 出 事 業

(松戸保 健所におけ

る三歳 児健診用デー

タ抽出)

氏名、保 護者氏名、住所、 性別 、生年月日
満３歳を 超え、満４

歳に達しない 幼児

教 育

委員会

幼稚 園就園奨励費 補

助 金 支 給 業 務

氏名、園児氏 名、住所、性 別、 親族続柄、生年月

日、市民税 額

私立幼稚園に就 園す

る ３・４ ・５歳児 が

いる 世帯

市税の収納は５月26 日(日)

も行います

日時… ５月26 日（日）午前９時

～午後４時

会場…収納課・各支所

対象…平成２年度分の市税が

未納付の人

黷収納課管理係

違反広告物の撤去に理解を

市では街をきれいに保つため、

違反している張り紙・張り札・

立て看板などの撤去作業を行っ

ています。

松戸駅周辺の一定区域につい

ては、重点的に撤去するととも

に、違反広告物には「撤去通知」

を張り、掲出者の自主撤去を促

しています。

皆さんのご協力をお願いしま

す。

蠢建築指導課庶務係

下水道使用料徴収事務の

委託について

委託区域…県営水道給水区域

内の下水道処理区域

受託者…千葉市富士見2 －15

－1 第一環境事業株式会社代表

取締役社長・丹澤利晃

委託期間…平成３年４月１日

～４年３月31日

鬪下水道部施設課管理係

５月は特別土地保有税

(保有分)の申告納付月です

対象…①平成３年１月１日現

在、市内に一定の要件で､5,000

m以上の土地を保有している個

人および法人②昭和57年４月１

日から平成元年１月１日までの

間に､市街化区域内に330m以上

5,000㎡未満の一団の土地(昭和

63年３月31日までの間に、取得

した土地については500m以上

5,000㎡未満)を取得していて、

平成3年1月１日現在で､住宅を建

てるなどの有効利用をせずに、

保有している個人および法人

納付期限…５月31日(砺

黷税制課諸税係

市営住宅空き家入居者

(待機者)募集

申込用紙の配布…6 月10日(月)

～24 日(月) の間に、住宅課と各

支所で

※住宅の種類・入居資格につい

ては、広報 ６月５日号に掲載

します。

隰６月17 日( 月卜24 日( 月)の 間

に、直接住宅課で

５月21日～31日は

家内労働旬間です

第20回稔台文化祭

会場…稔台市民センター

黷稔台文化団体連絡協議会・豊田064-5702 番

展 示 催し物

内 容 日 時 会 場

児 童 画
5/2駄}～

厠)
ぷ

品

4=
言

時
八票

終巨

富

４雪

こ

本館1階健

康管理室

水彩画・油絵

5/25仕卜

3肺

本館２階

ホ ー ル

版画・水墨画・

がな・書道

別館３階

ホ ー ル

生 け 花
5/25R～

27回

別館４階

会 議 室

盆栽・書道
5/3鱧卜

6/2(1日)

本館２階

ホ ー ル

内 容 日 時 費用 会 場

俳 句 大 会

6/1

田

正午受け付け
～午後５眄

1,顆
本館４階
和 室

太極拳の集い
正午～

午後３時
無料
別館３階
ホ ー ル

囲 碁 大 会

6/2

(日)

午前９時3吩
受け付け
～午後６時

1,顆昼食
付き

本館４階

和 室

芸能発表会
午前1塒～

午後4時

無

料

別館３階
ホ ー ル

茶道お点前
午前1鴫 ～

午後3時

本館４階
茶 室

社交ﾀﾞﾝｽの夕べ
午後6時～

竭 別館３階

ホ ー ル
日本舞踊大会

6/9

旧

正午～

午後５時

あ

な

た
の

健

康

⑩

糖尿病性網膜症

について

最
近
急
速
に

増
加
の
傾
向
に
あ
る
、

糖
尿
病
が
原
因
に
な
っ
て

起
こ
る
網
膜

症
の
こ
と
で

す
。

網
膜
と
は
、
フ
ィ
ル
ム
と
同
じ
く
、

外
界
の
対
象
物
を
眼
球
の
底
に
映
す
、

透
明
な
薄
い
視
神
経
細
胞
の
膜
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

眼
底
出
血
と
か
網
膜
剥
離
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ

と

が

あ
る

と

思
い

ま

す
が
、
い

ず
れ
も
、
こ
の
薄
い
膜
が
剥

が
れ
た
り
、
出
血
の
た
め
濁
っ
た
り
し

て
外
界
の

物
を
映
し
だ
す

こ
と
が
で

き
な
く
な
り
、

い
わ
ゆ
る
失
明
と
よ
ば
れ

る
状
態
に
な
り
ま
す
。

糖
尿
病

原
因
と
な
る
糖
尿
病
に

か
か

っ
て

い
る
人
は
、
全

国
で
二
百
二
十
万
人
か
ら

二
百
五
十
万

人
と
推

定
さ

れ
、
小
児
の
罹
患
率
も
一

万

人
に
一
人
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
飽
食
の

時
代
、

グ
ル

メ
志
向
の
時
代
を
反

映
し
て

、
今
後
と
も
増
え

続
け
ま
す
。

糖
尿
病
と
は
、
す
い
臓

か
ら
分
泌

さ
れ
る
イ
ン

シ

ュ
リ
ン
と
い
う
酵
素
の

作

用
不
足
に
よ
り
、
糖
が
体

内
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
う
ま
く
利
用

出

来
な
い
と
こ
ろ
か
ら
起
き
る
病
気
で

す
。体
内
の
糖
が
利
用
さ
れ
な
い
状
態
が

長
く
続
く
と
、
他
の
代
用

エ
ネ
ル

ギ
ー

源
で
あ
る
脂
肪
代
謝
に
、
必
要
以
上
の

負
担
が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
か

体
内
の
各
臓
器
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
不
足
に

陥
り
、
ま
ず
細
か
い
血
管
系
が
除
々
に

破
壊
さ
れ
て
い

く
の
で

す
。

そ
こ
で

細
か
い
血
管
系
か
ら
で

き
て

い
る
腎
臓
と
か
眼
が
、
真
っ
先
に

標
的

と
な
る
わ
け
で

す
。

実
際
に
糖
尿
病
に
な
っ
た
人
の

半
分

は
、
糖
尿
病
性
網
膜
症
に
代
表
さ
れ
る

い
ろ
い
ろ

な
眼
合
併
症
に
悩
ま
さ
れ
ま

す
。
な
か
で
も
、
こ
の
網
膜
症
に
よ
っ

て
失
明
す
る
人
は
、
日
本
に
お
け
る
成

人
失
明
率
の

第
一
位
を
占
め
ま
す
。

糖
尿
病
性
網
膜
症
の

治
療
と
管
理

病
気
は
、
ど
ん
な
も
の

で

あ
れ
、
初
め
か
ら
手
の

つ

け
ら
れ
な
い

状
態
で
発

症
す
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
。
こ
の
網
膜
症
も
、
初
め

網
膜
に
毛
細
血
管
の

ご
く

小
さ
な
血

管
瘤
や
、○
こ

、心
以
下
の
シ
ミ
の
よ
う
な

出
血
が
起
こ
り
ま
す
。

糖
尿
病
の
治
療
が
放
置

さ
れ
て

い
た
り
、
管
理
が

不
十
分
だ
っ
た
り
す
る
と

、

眼
底
を
中
心
に
異
常
な
新

生
血
管
が
次
か
ら
次
へ
と

発
生
し
、
や
が
て
大
出
血

や
網
膜
剥
離
を
起
こ
し
、

失
明
に
至
る
の
で
す
。

従
っ
て
こ
の

網
膜
症
の

治
療
と
管
理
は
、
上
に
述
べ
た
状
態（
増

殖
性
網
膜
症
）
に
な
る
前
に

、
内
科
の

治
療
と
あ
わ
せ
て
眼
科
的
治
療
を
行
う

こ
と
が
重
要
で

す
。

内
科
で

糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
た
方
は
、

た
と
え
眼
の
方
は
大
丈
夫
と
思
わ
れ
て

も
、
年
に
二
回
は
眼
科
専
門
医
の

診
察

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
松
戸
市
医
師
会
）



第７５５号

地域と行政を結ぶパイプ役

市政協力委員を委嘱

市
政
協
力
委
員
氏
名

（
五
年
以
上
委
員
を
務
め

感
謝
状
を
受
け
た
人
＝
太
字
）

市
政
協
力
委
員
の
委
嘱
式
が
、
４
月
2
6日

窗
、
。市

民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
政
協
力
委
員
の
活
動
は
、
世
論
の
取
り
次
ぎ
、

市
行
政
の
市
民
へ
の
お
知
ら
せ
業
務
、
市
政
懇
談
会

へ
の
出
席
な
ど
、
市
民
生
活
の
向
上
と
市
政
の
発
展

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

委
嘱
に
あ
た
っ
て
は
、
各
町
会
・
自
治
会
の
推
薦

を
受
け
て
お
り
、
今
後
二
年
間
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
市
政
協
力
委
員
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り

地
域
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
人
（
委
員
を
三
年
以

上
務
め
て
退
任
し
た
人
、
五
年
以
上
委
員
を
務
め
て

今
回
対
象
に
な
っ
た
人
）
に
、
委
嘱
式
の
席
上
、
市

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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潟
上
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友
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＝
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稲
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八
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目

向
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下
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・・
原

田

光

治
マ

二
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目
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＝
原
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・
横
尾
正
吉
マ
三
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目
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＝
剛
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生
辰
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ぼ
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・

③
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緋
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三
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＝
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口

松
戸

高
治
・
即
西
川
泰
久
・
㈲

福
原
和
枝
マ

松
戸
山
下

＝
鈴
木

利
之
・
大
山
義
高
マ

陣
ヶ
前
…

内
藤
康
二
・
松
戸
米
造
・
川
井

定
夫
マ

宮
前
町
ご・
剛
岡
田
晴
一

郎
・
閇

廣
瀬
芳
男
・
③
西
川
光

一
マ

角
町
・
＝
渋
木
元
吉
・
大
塚

晃
平
・
山
内
敏
夫
・
東
野
孝
清

▽
下

横
町
＝・
大
貫
忠
宏
マ

小
山

・
＝
松

浦

和

雄

・

古

屋
弘

喜

・
山

梅
沢

勝
三

郎

・
口

中
野

叔

江

・

倒
木

暮

輝
彦

・

㈲

青

木
孝

・

囲

檜
山
福
次
・
㈲
吉
田
恒
夫
・
ｍ

笹
山
脩

馬

・
㈲

大

谷

勲

・
個

村

田

美

江

子
・
㈲
長

谷

川
ロ

ー
・
仙

朝
生

敬

三

郎

・
ｕ

高

橋

秀

典
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渋
谷

亨
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東
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稲
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光

義
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仲
井

町
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金
井

三

郎
・

㈲
高

橋

巌
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野
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木
三

郎
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台
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台
・
＝
大

井

藤

一

郎
・
剛
水
落
竹
一
口
森
茂
・

閣

松
沢

正

雄

・
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・
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岡
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・
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光
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区

〕

マ

紙

敷

新

甲
：

飛

澤

保
マ

紙

敷

中
内
薄
浦
＝
・
湯
浅
岩
雄
マ
紙
敷

向
新
橋
・
湯
浅
一
男
マ
和
名
ヶ

谷
・
・・
浮

ヶ
谷

実
マ

大
橋
上

呂
山

正

巳
マ

秋

山

…

渡

辺

久

男
マ

秋

山
団
地
＝
小
西
重
成
マ
高
塚
新

田
・
＝
山

室

一

雄
マ

天

神

山
・・
・
高

橋

誠
マ

高
塚

団

地
・
＝
武
田

貴

美

子

・
清

水

文

夫
マ

河

原

平

由

太
田
原
辰
之
助
・
闇
増
田
進
・

（
南

）
福

島

光

雄

・

（
南

山
）

中

村

安
男
マ

梨
香

台

団

地
・
＝
高

橋

節

・

伊
東

典

男

〔

馬

橋

地

区

〕

マ

馬

橋
：
二

上

宿

）
緑

川

信

武

・

（

中

宿
）

東

風
正

雄

・

（
下

色

小
川

理

平

・

（
前

田

）
穐

谷
正
義
・
（
坂
）
鈴
木
一
雄
・
（
北
）

佐

野

男
三

マ

馬

橋

西
＝
夫

川

由

松
マ
中
根
・
・
小
川
光
次
マ
新
作

＝
・
山
石
井
勇
・
口
立
澤
す
ゞ
子

・
闇

平
田

英
二

郎
マ

三

ヶ
月
・
＝

馬

場

烝
治
マ

幸

谷
…

花

島

巖
マ

中
和

倉
・
＝
剛
恩

田

忠
治

・
恋

原

田

道

男

・
閣

香

取

秀

雄
マ

ハ

ヶ

崎
＝
・
片

桐

賢

太
郎

マ

ハ

ヶ

崎
新

町
＝
・
岡

村

勝
人
マ

龍
房

台
＝
・
松

井
久

子

〔
常

盤

平

地

区

〕

マ

常

盤

平

＝
（

一
丁

目

）
山

田

和
二

郎

・

（
二

丁

目

）

山
田

耕

作
・
（
三
丁
目
）
星
野
和
央
・

（
四

丁

目

）

武
田

敏

男

・

（
五

丁

目

）

野

口

登

・

（
六
丁

目
）

木
内

宗

佐

・

（
七

丁

目

）
石

井

庄
次

郎

・

（

双

葉
町

）

長

嶋
己

次
男

・

（
陣

屋

前
）
三

好

健

夫

・

（
西

窪

町

）

飛
田

良

雄
・
（
槝

町

）

高
橋

正

雄
マ

金

ヶ

作
＝
・
小

嶋

眞

マ

佐

野
・
＝
小

暮
一

助
マ

門

前
・
＝
飯
沼

誠
マ

日

暮
・
：

飯

沼
洽

・
閇

斉
藤

要

三
マ

千
駄

堀
＝
・
吉

野

寅
二

郎
・

（
来

葉
）

高

橋

實

・

（
新
山

）
根

本

光
雄

・

（
八

景

台

）

草
間

昭
マ

牧

の

原

団

地

二

街
区

住
宅
＝
・
久

保
田

実
マ

牧

の

原

団

地

一
街

区

住
宅
＝
山

塩

川

昭
元

・
②

越

川

政
吉

・

即

児

玉

俊

石

か

ぶ

と

山
＝
・
古

沢

芳

男
マ

牧
の

原
こ
由

杉

本
孝

通

・

閇

桑

原

敏

彦

〔

五

香

六

実

地

区

〕

マ

五

香
＝
・
（
西

町

）
菊

池

和
美

・

（
駅

前

）
金

井

末

吉

・

（
本

町
）

齊

藤

市
太

郎

・

（
元

町

）

山

崎
照

雄

・

（
東

町

）

斉
藤

清

・
（
南
町
）
松
田
一
・
（
北
丘
）

牧
野

弁

三

・

（
新

町

）
保

科
龍

一
石
牧
の
原
東
＝
梅
沢
進
ヱ
（

実
＝
右

井

正

治

・
中

野

則

次
・

正
田

勝

太

・
三

嶋

ま

す

み

・
富

澤
凡
一
・
竹
村
長
松
・
石
井
豊

吉

・

井

上

一
マ

串

崎

新

甲

山

皆
川
栄
一
・
ぼ
坂
口
一
年
マ
串

崎

南
・：

森

谷

高

雄
マ

松

飛

台
＝
・

梅
田

正

継

・

瀬
谷

徹

・
對

比
地

静

丁

田

辺

和

夫

・
安

西

和
子

マ

泉

ヶ
丘
＝
・
平
田

重

人
マ

松
飛

台
（
北
）・
＝
中
嶌

嘉
マ

高

柳
＝
・
島

村
朋

典
マ

や

な

ぎ
＝
・
神

田

梅
吉

郎
マ
松
飛
台
・
・
・
（
防
衛
庁
）
岸

智

夫
〔

常

盤

平

団

地

〕

マ

常

盤
平

団

地
・
・・
山

新

国

安
男

・

大

濱

勇
雄

・

森
本

進

・

本

間

昭

八

・

ぼ
中

沢

卓

実

・
西

川

仲

蔵
・
大
木
幸
枝
・
③
細
貝
久
彌

・
西

球
江

・
㈲

結

城

一
郎

・
小

林

ス

イ

・
北

澤

久
子

・
新

田

勝

義

・

（
市
街

区

）

岩
田

奈

津

・

（
駅

前

市
街

区

）
渡

辺

美

知

子

〔
小

金

地

区

〕

▽

小

金
・
・・
（
上

町

）
花

野

井

弘

・

（
本

町
）

太

田
正

美

・

（
八

坂

町

）

田
嶋

利

雄

・
（
宮

元

町

）

高

橋

治

三
郎

・

（
中

町
）

永

妻

明

・

（
下
町

）

鈴

木

義
雄
・
玉

総
町
）
鈴
木
靖
八
・
（
清
志
町
）

吉
田
収
マ
二
ッ
木
こ
山
林
克
忠

・
旦

に
野

寿

作
マ

大
谷

口
・・・
加

藤

勇

・
（
北

）岩

本

公

子

・
（
南

）

島
田

芳

夫
マ

大
金

平
・
＝
山

安

廣

徳

行

・
口

塙

実

・
③

伊
藤

昌

市

・
㈲

小

川

皓

一
郎

・

閤

小
堀

操

マ

中
金

杉
・
・・
香
取

善

作
マ

幸

田

・
＝
大
野
昭
成
・
（
富
多
葉
）
中

溝
良
一
平
賀
・
＝
谷
口
貞
貴
マ

殿

平

賀
・
＝
月

見
里

群

次

・
（
南
）

藍
川
竹
男
▽
東
平
賀
＝
・
嶋
根
正

義

・
（
北
）
岡

野

忠
雄
マ

東

平
賀

城

町
・：

宇

野

寅

雄
マ

き

よ
し

ヶ

丘
・
：

鹿
間

次

郎
マ

久

保

平

賀
…

中

山

一
三
マ

根

木
内

城

中
：

飯

田

猛
〔

小

金

原

地

区

〕

マ

根

木
内
＝
・
松

丸

武

雄
マ

栗

ヶ

沢
・
・・
佐

藤
務

マ

小

松

園

自
治

会

・
・
・
高
橋
宏
マ
八
ヶ
崎
福
寿
台

・
＝
森
永
修
司
マ
小
金
原
・
山
鈴

木
成
一
・
ぼ
高
岡
輝
・
③
竹
内

正

男

・

溂
渋

谷

正

吉

・
邸

宇

佐

見
靖
治
・
旧
山
本
銀
市
・
（
凰
東
）

藍
川

四

郎

・

（
印

西

）
恩

田

伸

・

⑧

大

沢

武

雄
・

閣

荒
川

六

郎

マ

小

金
原
・
＝
渋

谷

新

太
郎
マ

小

金

原

団

地
＝
・
（
六
－

七

地

区

）

木

村

正
夫

・

（
六
－

九
地

区

）

山

形

二
巨

之
・
（
七

丿

一
地

区

）

後

藤

信
夫
マ

小

金

原

事
業

団
・
＝

菅

野
利

光

〔

新

松

戸

地

区

〕

マ

馬

甼

・（
み

ど

り

）
佐

南
谷
間

祐
・（
中

央
天

川

勇
・
（
寿
１

）
鹿

田

清
之
・（
寿
２

）
古

姓
昭

郷
・
（
寿

３

）
八
十

岡
忠
次
郎
・（
住
吉
）
佐
藤

忠

一
郎
マ

七

右
衛

門

新

甲

・
横

山

高
マ

旭

町
Ｔ

横

山

定

敏
マ

主

水
新

田
・・
・
萩

原

政

次
マ

小

金
下

谷
＝
・
恩
田

謙

一
マ

ゆ

う
か

り
＝
・

金

子

恵
マ

三

村

新

町
・・
・
飯

塚

博

マ

虹
の

街
・
＝
佐
藤

総

作
マ

横
須

賀
＝
・
萩

原

守

マ

新
松

戸

フ

ァ
ミ

ー
ル
ハ
イ
ツ
＝
・
新
田
正
則
マ
南

新

松
戸
・
・・
張

替

寛
マ

新

松

戸
＝
・

（
一
丁
目
）
柳
田
豊
・
（
二
丁
目
）
千

見
寺

陽
・
（
三
丁

目
）
宮
井
原

影

新
松
戸
南
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
・
・
・
今
田

實
▽

サ
ン
ラ
イ
ト

パ
ス

ト
ラ
ル

壱

番
街
・
・・
岩
本
光

雄
マ

新
松
戸

東
パ

ー
ク
ハ
ウ
ス
・
こ
土
屋
健
一
マ
新
松

戸

五
丁

目
・
＝
村
上

保
洋
マ

新

松

戸
中
央
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
・
＝
瀬
尾

悠

紀

雄
マ

新

松

戸
六

丁

目
＝
由

中

昭
▽

サ
ン

ラ

イ

ト

パ
ス

ト

ラ

ル

弐

番
街
・
＝
杉

山

直

久
マ

新

松

戸

七
丁

目
・
＝
田

中

康
裕
マ

新

松

戸
西
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
・
：
渡
辺
泰

助
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
五
番
街
…

佐

藤

由

蔵
マ

サ
ン

ラ

イ

ト

パ
ス

ト
ラ

ル

参

番

街
・
＝
岡

部
陸

秋
マ

サ
ン

ラ

イ

ト

パ
ス

ト

ラ
ル

六

番

街
幽
田
喜
代
志
マ
サ
ン
ラ
イ

ト
パ
ス
ト
ラ
ル
七
番
街
上
三
浦

長

夫
マ

サ

ン

ラ
イ

ト

パ
ス

ト
ラ

ル

ハ

番

街
・・
・
岸
本

幸

彦
マ

新
松

戸
ハ
イ
ツ
・
＝
千
葉
正
也
マ
ア
ゼ

リ
ヤ
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
・
：
町
野
俊

男
マ
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
新
松
戸
３

１

１
・・・
賀

来

宏

和
マ

新

松

戸
東

＝
・
花
島

周

吉

（
敬

称

略
）

黯

地
域

振

興

課

市長から感謝状を受ける皆さん

委
員
を
三
年
以
上
務
め

退
任
し
た
人

マ

本

庁
・
＝
山
田

武
次

・

中

村

正
一
・
金
子
正
一
郎
・
松
戸

弘

・
鳥

海

昇

・
田

中

武

光

・

安
藤

仁

太

郎

・

坂
野

明

光

・

石
川

勝

章
マ

明

第
１
・
：

安

蒜

順

・

杉
田

源

兵

衛
・

浅

香

精

丁

宮
澤

福

次

良
・

石

岡

厚

・

浅
井

靖

広

・

金
子

平

太

郎

・
高
木
誠
一
・
高
橋
一
文
マ

明

第
２

…

鈴

木

壽

丁

古

宮

徳

丁

藤
井

秀

男

・
鈴

木

實

・

長

岡
明

・

倉

持

和
男
▽

矢

切
・・
・
深

山

徳

次

・

中
根

一

雄

▽
東
部
＝
湯
浅
作
衛
マ
馬
橋

：

轟

木
芳

造

・

橋

本
春

代
マ

常
盤
平
こ
・
塚
田
登
・
島
根
陽

一
・
及
川
利
一
・
上
本
忠
明

マ

五

香
六

実
・
・・
下

藤
要

蔵

・

岡
本
弘
・
小
林
完
ニ
マ
常
盤

平

団

地
・：

渡

辺

隆
マ

小

金
…

丸
山
善
一
郎
・
中
山
伸
一
・

下

川

原
恒

男

・

入
江

淑

郎
・

田
居
藤
市
郎
▽
小
金
原
＝
・
村

田
較
一
マ
新
松
戸
・
・
・
広
瀬
憲

治
・
渡
辺
正
治
・
池
田
囿
次

・
草
皆
は
つ
代
・
小
杉
寛
和

・
斯

波
忠

夫

・

磯

崎

吉
弘

・

大

井

弘

好

相
談
の
ご
案
内

５

月
2
1
日
～
６

月
瓦
日

マ
住

宅

相

談

毎

週

水
曜

日

午

前
1
0
時

～

午

後
４

時

、

市
役

所

相
談

コ

ー
ナ

ー
で

▽

税
務

相

談

６

月
1
4
日

窗

午

後
１

時

～

５

時

、
市

役

所
相

談

コ

ー

ナ

ー
で

マ

登
記

相

談

６

月
2
1
日
廁

午

後
１

時
～

４

時
3
0
分
、

市

役

所

相

談
コ

ー
ナ

ー
で

マ

行

政

相

談
（

国
・
県
・
特

殊

法

人

の

仕

事
に

対

す

る
要

望

や

苦

情
な

ど

）

５

貝

７７一
日

向

、
６

月
1
0
日

㈲

・
2
4
日

側
、

午

後
１

時
～
３

時

、
市

役

所
相

談

コ

ー

ナ

ー
で

マ
交

通

事

故
相

談

・
市

政

相

談

（
市

政

に

対
す

る
要

望
や

苦

情

な
ど

）

・
一
般

相

談

い

ず

れ

も

毎
日

午

前
８

時
3
0
分
～

午

後

５

時

（
土

曜
日

は

午

後
Ｏ

時
3
0

分
ま

で

）
、

市

民

相
談

室

で

マ

法
律

相

談

（
予

約

制

・
随

時

電

話
受

け

付

け
）

毎

週
火

・

木

曜
日

、
５

月
2
7
日

㈲

、
６

月

３

日

向

・
1
0
日

㈲

・
2
4
日

側

、

午

後
１

時
～
５

時

（
３

日

は

午

前
９

時
～

正

午

）

、

市
役

所

相

談

コ

ー

ナ

ー
で

マ

発

明
相

談

６

月

１９
一
日

團
午

後
１

時
～
３

時

、

市
役

所

相
談

コ

ー

ナ

ー
で

黷

こ

こ

ま
で

は

市
民

相

談

室

マ
経

営

・
融
資

相

談

６

月
５

日

困

・
1
9
日

團

午

前
1
0
時
～

午

後
４

時

、

市

役
所

相

談
コ

ー
ナ

ー
で

蠢

商
工

課

振

興
係

マ
労

働

相

談

６

月
３

日

㈲

・

1
7日

㈲

午

後
１

時

～
５

時
、

市

役
所

相

談
コ

ー
ナ

ー
で

※

労

働

相

談
は

、

柏

労
働

基

準

監
督
署
（
四
〇
４
７
１
－
6
3
－

0
2
4
5

番

）
、
東
葛

飾
支

庁

商
工
労
政
課
（
容
6
1－

２

１

１

５

番

）
で

も
行

っ
て

い

ま

す

。

鬩

商

工

課
労

政

係

マ
消

費

生

活
苦

情

相

談

毎
日

午
前
８

時
3
0分
～

午

後
５

時
（
土

曜
日

は

午

後
Ｏ

時
3
0
分

ま
で

）
、

消
費

生

活

セ

ン

タ

ー
で

黯

消
費

生

活

セ
ン

タ
ー
四
6
5－

6
5
6
5

番

マ

婦
人

就

業

相

談

毎

週

水

・

金

曜
日

午
前
1
0
時
～

午

後
４

時

内

職

相

談
室
で

蠢
援
護
課
社
会
係

マ

心
配

ご
と

相

談

・
人

権

相

談

５

月
2
4
日

脂
＝

市

役

所
相

談

コ

ー
ナ

ー

、
６

月
３

日

囲
＝

○

馬

橋

支

所

、
４

日

㈹
＝

○

六

実

支

所
・
小

金

市
民

セ

ン

タ

ー

、
５

日

圉
＝

常

盤
平

支

所

・
○

新
松

戸

市
民

セ

ン

タ

ー

、
６

日
困
＝

小

金

原

市

民

セ
ン

タ
ー

、
７

日

面
・

1
4日

脂

・
2
1
日

脂

・
2
8
日
脂
＝

市

役
所

相

談
コ

ー
ナ

ー
、
い

ず

れ

も
午

前
1
0
時
～

午

後
３

時

※
○

印

は

心
配

ご
と

相

談
の

み

。

人

権
相

談

は

、
千

葉

地

方

法

務
局

松

戸

支

局

（
0
6
3
1
6

2
7
8

番
）

で

も

行

っ
て

い

ま
す

。

蠢
人
権
相
談
＝
援
護
課
庶
務
係
、

心

配

ご
と

相

談
＝

社

会
福

祉

協

議
会
。
6
8
1
0
5
0
3
番

マ

年

金

相
談

５

月
2
1
日

㈹
＝

六

実

支

所

、
2
4
日

脂
＝

新
松

戸

支

所

、
2
8
日

㈹
＝

矢

切

支
所

、

3
1日

脂
‥‥
東

部

支

所

、
６

月
４

日

㈹
＝

常
盤

平

支

所

、
７

日

脂

‥
‥
小

金

支

所

、
1
1
1
1

（

日

㈹
＝

小

金

原

支

所

、
1
4
日

金
ｌ

馬

橋

支
所

、

1
8
日
㈹
上
六
実
支
所
、
2
1
日
脂

＝

新

松

戸

支

所
、
2
5
日

㈹
＝

矢

切

支
所

、
2
8日

脂

―

東

部

支

所
、

い

ず
れ

も

午

前
1
0
時

～

午

後
３

時※

こ

の

日
以

外
は

、

国

民

年
金

課
へ黷

国
民
年
金
課
適
用
係

東
相

談

は

す

べ
て

無

料
で

す

。

お

気

軽
に

ご
利

用

く

だ

さ
い

。



1991 年(平成３年)５月２０日

愛犬は責任を持って

…………

飼いましょう

愛犬は家族の一員です

生
後
九
十
一
日
以
上
の
飼
い
犬
に
は
、毎
年
一
回
の

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。市
内
で
登
録
さ
れ
て
い
る
犬
は
、
毎
年
五
百
頭
近

く
増
え
続
け
、
平
成
２
年
度
中
の
登
録
頭
数
は
、
一

万
二
千
四
百
十
一
頭
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
が
増
え
る
と

と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
あ
な

た
の
愛
犬
は
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

フ
ン
は
必
ず
後
始
末
を

犬
の
フ
ン
や
尿
に
は
、
寄
生

中
の
卵
や
い
ろ
い
ろ
な
ば
い
菌

が
入

っ
て
い
て

、
道
路
や
公
園

に
排
せ
つ
さ
れ
る
と
非
常
に
不

衛
生
で
す
。

犬

を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は

、

必
ず
、
ち
り
紙
や
袋
・
シ
ャ
ベ

ル

な
ど
を
用
意
し
、「
自
分
の
犬

の
フ
ン
は
自
分
で
始
末
す
る
」

と
い
う
ル

ー
ル
を
守
り
ま
し

よ

放
し

飼
い
は

た
い
へ
ん
危

険
で
す

犬
の
放
し

飼
い
は
人
に

危
害

を
加
え
る
だ
け
で
な
く
、
農
作

物
を
荒
ら
し
た
り
、
野
犬
を
増

加
さ
せ
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

裁
判
で

損
害
賠
償
を
命
じ
た

例
で
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

①
首
輪
が
抜
け
て
、
外
に
飛

び

出
し
、
人

を
か
ん
だ

②
大
型
犬

を
子
ど
も
が
散
歩
さ

せ
て
い

る
途
中
、
通
行
人
を

倒
し
、
け

が
を
さ
せ
た

③
犬
に
ほ
え
つ

か
れ
た
り
、
襲

わ
れ
て
転
倒
し

、
け
が
を
し

た
。
ま
た
逃
げ
よ
う
と
し
て

自
動
車
に
は
ね
ら
れ
た

④
犬
が
他
人
の
店
舗
や
敷
地
内

に
侵
入
し
て

、
商
品

を
壊
し

た
り
、
庭
を
荒
ら
し
た

⑤
他
人

が
所
有
す
る
動
物
を
か

み

殺
し
た

こ
の
よ
う
に
、
つ
な
ぎ
方
が

適
切
で

な
か
っ
た

り
、
犬
を
十

分
制
御
で

き
な
か
っ
た
た
め
に

起
き
る
事
故

が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で

す
。

黷

犬
の
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注

射
済
票
の
交
付
＝
生
活
環
境
課

環
境
衛
生
係
、
犬
の
飼
い
方
と

野
犬
に
つ
い
て

の
相
談
Ｌ

松
戸

保
健
所
食
品
衛
生
翼
1
6
1
1
2

1
2
1

番

難
病
者
援
護
金
対
象
に
二
疾
患
を
追
加

該
当
す

る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い

市
で
は
、
難
病
療
養
者
に
援

護
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
今

年
４
月
か
ら
は

、
対
象
と
な
る

疾
患
に
原
発
性
胆
汁
性
肝
硬
変

・
重
症
急
性
膵
炎
の
二
疾
患
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。
該
当
す
る

人
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

難
病
者
援
護
金
の
対
象
疾
患

①
ス
モ
ン
②
ベ
ー
チ
エ
ッ
卜
病

③
重
症
筋
無
力
症
④
全
身
性
エ

リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
⑤
サ
ル
コ
イ

ド
ー
ジ
ス
⑥
再
生
不
良
性
貧
血

⑦
多
発
性
硬
化
症
⑧
難
治
性
の

肝
炎

⑨
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

⑩
強

皮

症
、

皮
膚

筋
炎

及

び

多
発
性
筋
炎
⑨
悪
性
腎
硬
化
症

⑩
特
発

性
血

小

板
減
少

紫
斑

症
⑩
結
節
性
動
脈
周
囲
炎

⑩
潰

瘍

性

大
腸

炎

⑩
大
動

脈

炎
症

侯
群
⑩
ビ
ュ
ル
ガ
ー
病
○
悪
性

関

節
リ

ウ

マ
チ

⑩
天

疱
瘡

⑩

脊
髄
小
脳
変
性
病
⑩
ク

ー
ロ
ン

病
⑥
慢
性
腎
炎
（
腎
機
能
不
全
）

⑩
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
⑩
ア
ミ

ロ

イ
ド
ー
ジ
ス

⑩
進
行
性
筋
ジ
ス

ト
ロ
フ
ィ
ー
症
⑩
脊
髄
性
進
行

性
筋
萎
縮
症
⑩
後
縦
靱
帯
骨
化

症
茹
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
舞
踏
症
⑩

ウ
ィ

リ
ス
動
脈
輪
閉
塞
症
⑩
抹

消
神
経
性
進
行
性
筋
萎
縮
症
⑩

ウ
ェ
ゲ
ナ
ー
肉
芽
腫
症
＠

シ
ャ

イ
・
ド
レ
ガ
ー
症
侯
群
⑩
突

発
性
拡
張
型
（

う
っ
血
型
）
心

筋
症
⑩
表
皮
水
泡
症
＠

膿
疱
性

乾
癬
⑩
広
範
脊
柱
管
狭
窄
症
⑩

原
発
性
胆
汁
性
肝
硬
変
⑩
重
症

急
性
膵
炎
（
十
八
歳
未
満
の
人

は
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
侯
群
・
悪

性
新
生
物
・
膠
原
病
・
先
天
性

代
謝
異
常
・
慢
性
心
疾
患
も
難

病
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
）

蠢
し
あ
わ
せ
課
福
祉
係

集
合
畜
犬
登
録
・

狂
犬
病
予
防
注
射
（
延
期
分
）

４
月
2
5日
に
予
定
し
て
い
た

集
合
畜
犬
登
録
・
狂
犬
病
予
防

注
射
が
、
雨
の
た
め
延
期
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
下
表
に
よ
り

実
施
し
ま
す
。

再
延
期
日
の
５

月
2
4日
が
中

止
に
な
っ
た
場
合
は
、
最

寄
り

の
獣
医
師
の
と
こ
ろ
で
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
、
そ
の
証
明

書
を
持
参
し
て
、
生
活
環
詭
課

で
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

黯

生
活
環
詭
課
環
境
衛
生
係

期 日 会 場 時 間

5/2 翩

豪雨天の場

合は2剱

に再延期

平潟公園
午前９時30分～

10時30分

二ヶ丘公園

(三ヶ月)

午前11時～

正午

栄町第1公園

(栄町6丁目)

午後１時30分～

２時30分

お

め

で

と

う

結

婚

五

十

周

年

金
婚
夫
婦
に
お
祝
い
品
贈
呈

対

象
昭

和
1
6
年
９

月
１

日

～

1
7 年
８

月
3
1
日

の

間

に

婚
姻

し

、

夫

婦
と

も

に

健
在

の

市

内
在

住

の

人
奈
本

人

か
ら

の

申

請
で

贈
呈

し

て

い

ま

す
。

皆

さ

ん
の

知
り

合
い

の

方
で

該
当

す

る
人

が

い

ま

し

た

ら

、
教

え
て

あ

げ

て

く

だ

さ
い

。

匣

６

月
2
0
日

閑
ま

で

に

、
（

ガ

キ
に

夫

婦
の

住

所

・

氏

名
・

電

話
番

号

・

結
婚

年

月
日

・
町

会

名
を

書
い

て

、

〒
一
……
松

戸

市

本

町

一

四
－

二

松

戸

第

一
生

命

ビ

ル

内
松

戸

市

社

会
福

祉

協
議

会

(
0
6
8－
0
5
0
3

番

）
へ

機

能
訓

練
教
室

参
加

者
・

入

浴

サ

ー
ビ
ス
利

用
者

へ
診
断

書

料
金

を
支
給

市
で
は
、
身
体
機
能
に
障
害
が

あ
る
お
お
む
ね
四
十
歳
以
上
の

人
を
対
象
に
、機
能
訓
練
教
室
を

開
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
お

む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
、
家
庭

で
の
入
浴
が
困
難
な
ね
た
き
り

老
人
を
対
象
に
、
入
浴
サ
ー
ビ

ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
に
は
、
医
師
の
診
断
書
が
必

要
で
す
が
、
今
年
か
ら
次
に
該

当
す
る
人
に
は
診
断
書
料
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
人

は

申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象

①
生
活
保
護
法
に
よ

る

被

保
護

世

帯

②

生

計
中

心

者
の

前

年
度

所

得

税

が

非
課

税

世
帯

の

い

ず

れ
か

に

該

当

す

る

世
帯

圜

健

康

管

理
課

庶

務

係

（

機
能

訓

練

教

室

）
、

お

せ

わ

課

お
せ

わ

係

（
入

浴

サ

ー

ビ
ス

）

敬

老

お

こ

づ

か

い

９

月

に

支

給

6
9歳

以

上

の

人

は

申

請

を

対

象
４

月
１

日

現

在

、

松
戸

市
に

住

民

登

録
ま

た

は

外

国
人

登
録

を

し
て

い

る
満

六

十

九
歳

以
上
の
人
（
大
正
1
1
1
1
一
年
４
月
１

日

以

前
に

生
ま

れ

た
人

）

。

す

で

に

支

給

さ
れ
て

い

る
人

、

申

請

済
み

の

人

は

除

き
ま

す

。

お
こ
づ
か
い

七

千
円
（

所
得
や

年

金
に

は

関

係

あ

り
ま

せ

ん

）

申
請
先

印
鑑
持
参
の
う
え
、市

役
所
な
が
い
き
課
、
各
支
所
、

常
盤
平
・
矢
切
老
人

福
祉
セ
ン

タ
ー
へ

顏

な
が
い
き
課
庶
務
係

在
宅

ね
た

き
り

老
人

に

布

お

む
つ

を
お
貸

し
し

ま
す

市
で
は
今
年
か
ら
在
宅
の
ね

た
き
り
老
人
に

、
清
潔
な
布
お

む
つ
を
無
料
で
お
貸
し
し
て
い

ま
す
。
貸
与
枚
数
一
人
一
日
十
枚
を

限
度対

象
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以

上
の
在
宅
ね
た
き
り
老
人
な
ど

で
、
①
生
活
保
護
法
に
よ
る
被

保
護
世
帯
②
生
計
中
心
者
の
前

年
度
所
得
税
が
非
課
税
世
帯
の

い

ず
れ

か
に

該

当

す

る

世
帯

蠢

お

せ

わ

課

お
せ

わ

係

児

童

手

当

６

月

期

分

を

支

給

し

ま

す

受

け

取

り

は

６

月

１０

日

か

ら

対

象

昭

和
6
0
年
４

月

２
日

以

降

生

ま

れ
の

児

童

を
含

む

、

満

十

八

歳

未
満

の

児

童
二

人
以

上

を

養

育
し

て

い
て

、
認

定

さ

れ

て

い

る
人

に
６

月

期
分

（
２

月

～
５

月

分

）

を

受

給
者

の

指

定

銀

行

口
座

に

振

り
込

み

ま

す

。

現
況

届

児

童

手

当
の

受

給

者

は

、
６

月
１

日

～
2
9
日

の

間
に

、

「
児
童
手

当
現
況
届
」
を
提
出
し
て

く

だ

さ
い

。

継

続
受

給

者
に

は

書
類

を

送

り
ま

す

。

※
現

況

届
の

提

出

が

な
い

場

合

は
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も

６
月
以
降
の
支
払
い
を
受
け

る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

受
付
窓
口
市
民
課
・
各
支
所

・
援
護
課

圜

援
護
課
援
護
係

福

祉
タ

ク

シ
ー
の
利

用

方
法

が
変
わ

り
ま
し

た

平
成
３

年
度
か
ら
タ
ク
シ
ー

業
界
の
協
力
に
よ
り
、
市
の
福

祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
方
法
を
変

更
し
ま
し
た
。

従
来
は
利
用

後
に
指
定
口
座

へ
助
成
金
を
振
り
込
ん
で
い
ま

し
た
が
、
４
月
か
ら
タ
ク
シ
ー

利
用
時
に
、
助
成
金
を
差
し
引

い
た
料
金
を
支
払
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

常
時
通
院
す
る
人
に
は
年
間

百
二
十
回
分
の
利
用
券
を
交
付

で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

※
千
葉
県
タ
ク
シ
ー
協
会
の
身

体
障
害
者
割
引
と
併
用
で
き

ま
す
。

翹一
し

あ
わ
せ

課
福
祉
係

身

体
障
害

者
の

タ
ク

シ

ー
運

賃

が
割
引

に

千
葉
県
タ
ク
シ
ー
協
会
で

は

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
に
、
運
賃
の
一
割

引
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
乗
車
時
に
身
体
障

害
者
手
帳
を
提
示
し
、
乗
務
員

が
持
っ
て
い
る
運
賃
割
引
申
込

書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

黷

千
葉
県

タ
ク
シ
ー
協
会

｀
０

4
7
2
1
4
3－
2
4
6
0

番

松

戸
商

工
会

議

所
な

ん
で

も

相
談５
月
2
6日
収
午
前
1
0時
～
午

後
３

時

会
場
伊
勢
丹
松
戸
店

十
一
階
イ
レ
ブ
ン
ス
ポ
ッ
卜

相
談
内
容
法
律
・
税
金
・
年
金

・
不
動
産
売
買
・
教
育
・
そ
の

他
な
ん
で

も

黯
松
戸
商
工

会
議
所

｀
6
4－
3

1
1
1

番

市

立
図
書

館

が
休

館
に

６
月
１
日
出
～
1
4日
窗
は

、

図
書
特
別
整
理
期
間
の
た
め
全

館
休
館
に

な
り
ま
す
。

蠢

市
立
図
書
館
四
6
5－
5
1
1

5
番

６
月

床
下
薬
剤
散
布

ノ
ミ
や
ダ
ニ
を
防
ぐ
た
め
、

６
月
2
0日
ま
で
の
予
定
で

行
っ

て
い
ま
す
。
当
日
は
市
職
員
が

各
家
庭
を
回
り
、
薬
剤
を
床
下

の
通
風
口
か
ら
散
布
し
ま
す
。

作
業
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
通
風
口
の
周
り
に

物
を
置
か

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

黷

生
活
環
詭
課
環
境
衛
生
係

2
0困
1
9團
1
8㈲
７
目
1
5国
1
4廁
1
3困
1
2團
1
1㈲
匐
回
７
宙
６
困
５
團
４
㈲
３
側

６
／
１
出

期

日

金
ヶ
作
・
金
ヶ
作
佐
野
・（
金
ケ
作
門
前
）

金
ヶ
作

八
ヶ
崎〈
子
安
神
社
よ
り
東
側
〉

八
ヶ
崎〈
子
安
神
社
よ
り
西
側
〉

小
松
園
自
治
会

八
ヶ
崎
新
町

小
金
原
八
丁
目
・
九
丁
目

小
金
原
七
丁
目

東
・
西
・（
小
金
原
六
丁
目

）

小
金
原
三
丁
目
・
五
丁
目

小
金
原
一
丁
目
・
四
丁
目

小
金
原
二
丁
目
・
根
木
内

幸
谷
・
栗
ヶ
沢
・（
新
松
戸
東
）

三
ヶ
月
・
龍
房
台

ニ
ツ
木
第
一
・
第
二

久
保
平
賀
小

金
き
よ
し
ヶ
丘
・（

き
よ
し
ヶ
丘
教
職
員

住
宅
）

八
ヶ
崎
福
寿
台

散
布
町
会
・
自
治
会

（

）は
午
後
に
実
施

手数料･保険料･各種税

今

月

の
納

期

は

４

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
一
期
納
期

限
）
・・・
５
月
3
1日

参
軽
自
動
車
税
・・・
５
月
3
1日

奉
事
業
所
税
・
＝
３
月
決
算
の
法
人
と
３

月
中
に

事
業
所
用
家
屋
を
新
・
増
築
し
た
事
業
主
は
、

５

月
が
申
告
納
付
月
で

す
。

参
国
民
年
金
保
険
料
＝・
５

月
分

早
め
に
納
付
（
納
入
）
お
願
い
し
ま
す
。

安全確実な口座振替のご利用を



第７５５号

チャネンル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

催

し

物

松

戸

市

危

険

物

安

全

の

集

い

６

月
２

日

㈲

～
８

日

出

は

、

「
危

険

物
安

全

週

間
」

で

す

。

こ
れ
は
危
険
物
の
安
全
意
識
の

高
揚
を
促
し
、
危
険
物
災
害
の

防
止

を

目

指

す
も

の
で

す

。

市
消
防
局
と
松
戸
市
危
険
物

安
全
協
会
で
は
、
「
松
戸
市
危

険
物
安
全
の
集
い
」
を
開
催
し

ま

す
。

６

月
４

日

㈹

午

後

１

時
3
0
余

～
４
時
3
0
分
会
場
市
消
防
局

講

堂

内

容

講
演

＝

「

危
険

作

事
故
と
そ
の
安
全
対
策
」
横
浜

国
立
大
教
授
・
上
原
陽
一
氏
、
演

芸
＝
「
落
語
」
三
遊
亭
か
る
た
、

ほ

か

映
画

上

映

茴

消

防
局

予

防

課

四
6
3－

ｌ
ａ

１

１

内
線

２

０
３

番

フ

ァ

ミ

リ

ー

映

画

会

ア

ニ

メ

ー

シ

ョ

ン

映

画

「

う

し

ろ

の

正

面

だ

あ

れ

」

（

海

老

名

香

葉

子

原

作

）

６

月
７

日

窗
午

後
６

時
3
0
分

上
映
会
場
市
民
会
館
費
用

無

料

定

員

五
百

組

千
人

惠
５
月
2
8
日
㈹
ま
で
に
、
往
複

ハ
ガ
キ
で
〒
2
7
1
松
戸
市
松
戸
一

八
七
九
－
一
松
戸
信
用
金
庫
企

画

課
(
f
1
6
4
j
3
2
1
1

番

）
へ

″
申

し
込

み

多

数
の

場

合

は

抽

選

に

な
り

ま

す

。

時
代

劇
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
「

西

鶴
噺

芝
居

仕
立
」

全

二
幕

６

月
2
8日
廊
①
午
後
２

時
②

６
時
3
0分
、
2
9日
出

①
午
後
２

時
②
５
時
3
0分
開
演

会
場
市

民
劇
場
費
用
前
売
り
二
千
三

百
円
（
当
日
二
千
五
百
円
）

鵄
藤
井
四
6
1－
3
5
0
1

番

白
藤
会

墨
彩

画
展

５
月
2
8日
㈹
～
６

月
２
日
㈲
、

（
初
日
は
正

午
か
ら
）

会
場

市
民
会
館
二
階
ロ

ビ
ー

蠢
小
島
四
6
2－
5
4
4
8

番

音
楽
の

広
場

（
合
唱

講
座

）

５
月
2
8日
㈹
午
後
１
時
3
0分

～
３
時
3
0分

会
場
市
民
会
館

音
楽
室

費
用
テ
キ
ス
ト
代
二

千
七
百
円

頸
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

苗
木

一
本
国

際
協

力
チ

ャ
リ

テ

ィ
ー
バ

ザ
ー

６
月
２
日

㈲
午
前
1
0時
～
午

後
３

時

会
場
市
民
会
館
料
理

教
室

内

容
ア
ジ
ア

諸
国
に
援

助
金
を
送

る
目
的
の

バ
ザ
ー

黷
オ
イ
ス

カ
松
戸
支
部
・
水
野

≪
6
3－
2
6
9
0

番

４

Ｈ

ク

ラ

ブ

が

野

菜

販

売

５

月
2
5
日

出
午

前
９

時
か

ら

（
雨

天

決

行

）

会

場

松

戸

市

農
協

五

香

支

店
前

圜

小

貫

四
8
7－
0
5
6
1

番

松
戸

邦
楽

会

創
立

三
十
周

年
記

念
大

会

６

月
２
日
㈲
午
前
1
0時
～
午

後
７

時

会
場
市
民
劇
場

費

用
無
料

内
容
日

本
舞
踊
・
長

唄
・
小
唄
・
琴
・
尺
八
・
大
正

琴
な
ど

黷
鈴
木
四
6
7－
1
6
5
4

番

つ
く
し

バ

ザ
ー

６
月
８
日
出
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
県

立
松
戸
つ

く
し
養

護
学
校
（
新
京
成
五
香
駅

東
口

下
車
徒
歩
十
二
分
）

″
品
物
の
提
供
な
ど
に

ご
協
力

く
だ
さ
い
。

蠢
県
立
松
戸
つ

く
し

養
護
学
校

・
1
8
5
－
1
6
3
2

番
（
午
前
９

時
～
午
後
３

時
）

春

の

さ
つ

き
展
示
会

５
月
2
8
E㈹
～
６
月
２
日
囲

、

午
前
９
時
～

午
後
５

時

会
揚

運
動
公
園
体
育
館

圜
松
戸
さ
つ
き
会
・
渡
辺
公
6
2

－
1
3
5
6

番

婦
人

と
計
量

の
集

い

６

月
７
日
面
午
前
1
0時
～
午

後
２

時

会
場
市
民
会
館
料
理

教
室

内
容
め
か
た
売
り
商
品

の
正
量
検
査
会
と
料
理
教
室

費
用
無
料

定
員
四
十
人
（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

惠
５
月
3
1囗
面

ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て

〒
ｍ
一
松
戸
市
根
本
三
八
七
－

五

松
戸
市
役
所
消
費
生
活
課
計
量

係
へ

お
知
ら
せ

ご
利
用

く

だ
さ

い

松
戸

パ

ー
ト

バ
ン

ク

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
求
人
・
求

職
を
あ
っ
せ

ん
す
る
「
松
戸

パ

ー
ト
バ
ン
ク
」
は
、
国
の
機
関

で

す
。
コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
ー
を
導

入

し
、
幅
広
い
就
職
情
報
を
提

供
す
る
松
戸
パ
ー
ト
バ
ン
ク
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

場
所
松
戸
駅
西
口
松
戸

ビ
ル

ヂ
ン
フ
九
階

瀕

松

戸

パ

ー
ト

バ
ン

ク

四
6
7－

8
8
0
0

番

※
テ
レ

ホ
ン

サ

ー

ビ
ス

（

求
人

情

報

）
｛
1
6
3－
8
1
0
1

番

市

立

病

院

形

成

外

科

が

休

診

５

月
2
4
日

廊

・
2
5
日

出

の
形

成

外

科
外

来

は

、
医

師

が

学

会

出

席
の

た

め

、

休

診
に

な

り

ま

す
。

黷

市
立

病

院
形

成

外

科

外
来

四

6
3－

ｎ
乙
１

７

１

内

線
１

１
４
［
Ｄ

番

講
座
・
講
演

青

年
講

座

「
青

年

の
た

め
の

社

交
ダ

ン
ス
入

門
」

６

月
６
日
～
８

月
８
日
の
毎

週
木
曜
日
（
全
1
0旦

、
午
後
７

時
～
９
時

会
場
青
少
年
会
館

対
象
十
八
歳
～
二
十
歳
の
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
男
女

各

先
着
十
人

費
用
五
百
円

内

容
ブ
ル
ー
ス
・
ス
ク
ェ
ア
ル
ン

バ

ー
ジ
ル
バ

※
最
終
日
は
修
フ
パ
ー
テ
ィ
ー

を
行
い
ま
す
。

圉
電
話
で

社
会
教
育
課
青
少
年

婦
人
係
へ

母

子
・
寡

婦
家

庭
対

象
和

裁

講

習
会

６

月
２
日
～
７

月
2
1日
ま
で

の
毎
週
日
曜
日
、
午
前
９

時
～

午
後
４

時

会
揚
総
合
福
祉
会

館
内
母
子

福
祉
セ
ン
タ
ー

内

容
女
性
の
浴
衣
ま
た
は
ウ
ー
ル

着
物

費
用
材
料
費
の
み
実
費

用
意
す
る
も
の
裁
縫
道
具
一
式
、

筆
記
具

惠
５
月
2
8日

㈹
ま
で
に
、
電
話

で

福
祉
事
務
所
福
祉
係
へ

三
本

仕
立
盆

養
菊

植
え

込
み

講
習
会

５
月
2
6日
面
午
後
３

時
～
６

時

会
場
市
民
会
館
料
理

教
室

費
用
無
料

圜
松
戸
菊
花
会
・
君
島
｀
8
7
J

1
4
5
0

番

無
添
加

食
品

の
講

習
会

５
月
2
9日
團
午
前
1
0時
～
午

後
１
時

会
場
市
民
会
館
料
理

教
室

費
用
無
料

内
容
キ

ャ

ラ
メ
ル
・
カ
ル
シ
ウ
ム
う
ど
ん

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
・
ふ
き
ん
・

三
角
き
ん

定
員
先
着
三
十
人

鬩
松
戸
市
消
費
者
の

会
・
炭
竃

｛
芯
一－
4
6
6
6

番
（
５

月
2
2

日
困
か
ら
）

聴

覚
障
害

者
文

章

作
成
教
室

６

月
１
日
・
８
日
・
1
5日
・

2
9日

、
７
月
1
3日
・
2
0日
の
各

土
曜
日

、
午
後
７

時
～
９
時

会
場
市
民
会
館
会
議
室

対
象

聴
覚
障
害
者
で
文
章
表
現
力
を

向
上

さ
せ
た
い
人

講
師
岡
辰

夫
氏
（
元
筑
波
大
付
属
聾
学
校

教
諭
）

蠢
し
あ
わ
せ
課
福
祉
係

ト

レ
ー
ニ

ン
グ

機
器

操
作

講

習
会５
月
2
5日
出
午
後
１

時
3
0分

～
３
時
3
0分

会
場
青
少
年
会

館
樋
野
口
分
館

費
用
無
料

対

象
高
校
生
以
上
の
男
女
（
三

十
歳
未
満
の
青
少
年
優
先
）
先

着
二
十
人

圃
電
話
で
青
少
年
会
館
本
館
容

4
4－
8
5
5
6

番
へ

ラ

イ
ト
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス

ー
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ

ン
ス

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
で
二

十
歳
以
上
の
人

豪
初
め
て
の
人
と
一
年
以
上
だ

っ
た
人
は
、
健
康
増
進
指
導

コ
ー
ス

（
検
査
料
三
千
円
・

再
検
査
料
千
円
）
を
受
け
て

か
ら
参
加
し
て

く
だ
さ
い

。

今
年
か
ら
体
力
測
定
の
五
分

間
走
は
自
転
車
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

匣
電
話
で
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

ｆｔ
6
5
1
5
5
8
8
番

種 目 日 時 費用 会場 内 容

ライトエアロ
ビクス

毎週月曜日

午後1 時30

分～3 時
毎
回
－
一一
百
円

健
康

増
進
セ
ン

タ
｜

体力のない人、

運動経験のな

い人向け

エアロビクス

ダンス

毎週木曜日

午前1塒 ～

1塒30分

体力のある人

向け

家

庭

看

護

教

室

対
象
将
来
の
た
め
に
家
庭

看

護
を
勉
強
し
た
い
人
、
家
庭
に

お
年
寄
り
や
病
人
の
い
る
人

定
員
先
着
三
十
人
（
男
性
歓
迎
）

惠
５
月
2
4
日
窗
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

・

生

年
月

日

・

電

話
番

号

・
参

加
動

機
を

記

入
し

、
〒
2
7
1松
戸

市
小

根
本

七

松

戸
保

健

所

保
健

指
導
課
家
庭
看
護
教
室
担
当
（
｀

6
1－
2
1
2
1

番

）

へ

期 日 時 間 内 容 会場

5/31R

午後１時
～４時

オリエンテーシヨン

高齢化社会を迎えて
家庭看護の心構え

松戸
保健
所

6/7R

いざという時役立つ福祉制度

家庭看護の実際(病室の整え

方･床ずれの原因と予防)

14愬

午前９時

30分～
午後３時

特別養護老人ホーム
｢緑風園｣の見学実習

緑
風
園

21哨
午後1 時
～４時

家庭看護の実際(寝床の

清潔・老人の皮膚の特徴
と清潔＝実習)

松戸
保健
所

2嗤
午前9時30
分～午後1

時30分

高齢者の栄養と食事、
調理実習と会食、実

年期の過ごし方

7/5 鬯
午後1 時
～４時

家庭でのリハビリ、

自主サークル虹の会
の紹介、座談会

くらし
メモ

身
近
な
リ
フ
ォ
ー
ム

牛

乳

パ

ッ

ク

を

ペ

ン

立

て

に

材
料
…
牛
乳
パ
ッ
ク
六
本
、

包
装
紙
、
接
着
剤
、
セ

ロ
（

ン

テ
ー
プ

作
り
方
＝
・
①
牛
乳
パ
ッ
ク
を

図
１
の
よ
う
に
切
る

②
三
角
の

筒
の
よ
う
に
ま
と
め
（
一
面
は

二
枚
重
ね
）
、
セ
ロ
（

ン
テ
ー

プ
で

押
さ
え
る
③
底
に
な
る
部

分
を
三
角
に
切
り
、
セ
ロ
ハ
ン

テ
ー
プ
で

、
き
ち
ん
と
張
る
④

三
角
の
上
部
に
図
２
の
よ
う
に
、

包
装
紙
を
張

る
⑤
同
じ

物
を
六

個
作
っ
て

、
六
角
形
に
つ

な
ぎ
合

わ
せ
る
⑥
全
体
の
周
り
に
図
３

の
寸
法
に
切
っ
た
包
装
紙
を
張

り
、
底
に
六
角
形
の
紙
を
張
る

※
ほ
か
の
作
品
の

作
り
方
に
つ

い
て
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
作
り
方
の
講
習
会
も

受
け
付
け
ま
す
。

黯
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

資
源
の
再
利
用
に
関
心
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
が
、

今
回
は
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
の
ペ
ン
立
て
作
り
を

紹
介
し
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
物
が
で

き
ま
す
。
あ
な

た
も
挑
戦
し
て
み
て

は
い
か
が
で

す
か
。

下矢切鈴木しづかさん

十
五
年
く
ら
い
前
か
ら
、
牛

乳
パ
ッ
ク
や
包
装
紙
な
ど
、
再

利
用
で
き
る
物
を
使
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
作
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

も
多
く
、
作
り

方
を
お
教
え
し
た
方
に

も
、
た

い
へ

ん
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
少
し
で
も
、
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
に
役
立
て
ば
と
思
い
ま
す
。



1991 年( 平 成３年)５ 月２０日

情報ご参加ください

募
集
し
ま
す

松
戸

商

工
会
議

所

職
員
募

集

職
種
一

般
事
務

受
験
資
格

十
八
歳
～
二
十
五
歳
ま
で
の
高

卒
以

上
の
人

定
員
若
干
名

匣
５

月
3
1日
窗
ま
で
に
履
歴
書

を
持
参
し
直
接
松
戸

商
工
会
議

所
総
務
課
（
・
1
6
4
－
3
1
1
1

番
）
へ

千

葉

県

警

察

官

募

集

受

付
期

限
５

月
3
1
日

窗

ま
で

試

験
６

月
９

日

㈲

に

運

転

免

許

セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
）
対
象
男

子

警

察
官

採

用

月
日

平

成
３

年
1
0
月
１

日

圜

松
戸

警

察

署
四
6
9－
0
1
1

0

番

、
松

戸
東

警

察

署
・
1
4
9－

0
1
1
0

番
へ

市

立

病

院

パ

ー

ト

職

員

募

集

職
種

外

来

看
護

婦

・

看
護

助

手

勤

務
時

間

午

前
８

時
3
0
分

～

午

後
５

時
（
相

談
に

応

ず

）

年

齢

四

十
歳

く

ら

い

ま
で

の

人

※
市

内

の
医

療

機

関

勤
務

の

人

は

ご
遠
慮

く

だ

さ
い

。

頸

市

立
病

院

庶

務

課
人

事

係

公

6
3－

９
冫
上
７
１

内

線
９
心
４
１

Ｑ
り

番

産

・
育

休

等

補

助

教

職

員

を

募

集職

種

①
講

師

②
養

護

教

諭

③

技

師
（
栄
養

士

）
④
主

事
（
事
務

）

資

格

健

康

状
態

の

良

好
な

人
で

①
～

③
に

つ
い

て

は

、

各

相
当

示

中

学
校

教

諭
・

養

護
教

諭
・

栄
養
士

）
の

免

許

状
所

有

者
。

④
は

高
等

学

校
卒

業

の
人

給

与

千
葉

県

給

与
条

例

お

よ

び
経

験
に

応

じ
て

支
給

圜

千

葉

県

教
育

庁

東

葛
飾

地

方

出
張

所

管
理

課

一`
6
1
1
2
1
2

4
番

精
神
薄

弱
者

通
所

更

生
施
設

・
わ

か
ば
園

の

シ
ン

ボ
ル
マ

ー
ク
を

募
集

主
旨
精
神
薄
弱
者
が
若
葉
の

よ

う
に
若
々
し
く
、
未
来
に
向

か
っ
て
成
長
し
、
社
会
人
と
し

て

園
を
巣
立
て
る
よ
う
に

、
と

の
願
い
を
込
め
た
も
の
記
載

要
領
Ｂ
５

判
の
用
紙
に

シ
ン

ボ

ル
マ
ー
ク
と
マ
ー
ク
の

説
明
。

下
段
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記

豪
採
用
さ
れ
た
人
に
は
記
念
品

を
差
し
上

げ
ま
す
。

対
象

ど
な
た
で
も

惠
６

月
1
0日
側
ま
で
に
郵
送
で

わ
か
ぱ
園
（
〒
2
7
0
松
戸
市
金
ヶ

作
二
七
六
－

二
五

一`
8
4－
0
1

6
5
番
）
へ

ス
ポ
ー
ツ

バ
ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル

市

民
大
会

６
月
3
0日
㈲
、７

月
７
日
聡
、

午
前
８

時
3
0分
～
午
後
５
時

会
場
運
動
公
園
体
育
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
者
の
チ

ー
ム

（
男
子
高
校
生
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
）
費
用
一
チ
ー
ム
二
千
円

代

表
者
会
議
６
月
1
4日
窗
午
後

７
時
か
ら
小
金
中
学
校
で

惠
６
月
５
日
困
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に
チ

ー
ム
名
・
代
表
者
名
・

住
所
・
男
女
の
別
を
記
入
し
て

〒
2
7
0
松
戸
市
横
須
賀
一
八
七
小

金
中
学
校
内
松
戸
市
バ
ス
ケ
ッ

ト

ボ
ー
ル
協
会
・
浜
田
一
彦
（
酋

4
1－
0
6
4
6

番
）
へ

わ

ん
ぱ

く
相

撲
教
室

６

月
の

毎
週
日
曜
日
と
７

月

の
第
１

・
第
２
・
第
３
土
、
日

曜
日

言

日
間
）
、
午
後
２

時
か

ら

会
場
運
動
公

園
相
撲
場

対
象
小

学
生

定
員
二
十
人
く

ら
い

費
用
保
険
料
三
百
六
十

円

内
容
小
学
生
を
対
象
と
し

た
相
撲
教
室

頽
松
戸
市
相
撲
協
会
・
秋
谷
四

6
7‘‐‐
宀
Ｄ［
Ｄ
Ｒｙ
Ｄ
番

ソ
フ
ト

バ
レ

ー
ボ

ー
ル
教

室

６

月
１
日
・
８
日
・
1
5日

、

７

月
６
日
・
2
0日
・
2
7日

、
８

月
３
日
・
1
0日

・
1
7日
・
3
1日

の
各
土

曜
日
（
全
1
0回
）
、
午
後

７

時
～
９
時

会
場
運
動
公
園

体
育
館

対
象
小
学
生
以
上
の

一
般
市
民
先
着
三
十
人

費
用

無
料
圉
本
日
の
午
前
９

時
か
ら
ス

ポ

Ｉ
ツ
課
(
≪
6
3
1
9
2
4
1
番
）

窓
口
で
受
け
付
け

市

民

バ
ド
ミ

ン
ト

ン

ク
ラ

ブ
対

抗
戦

６
月
２
日

㈲
二

部
上

一
部
）

・
９
日
収
（
三
部
～
四
部
）
・
1
6

日
㈲
（
五
部
上
（

部
）
、
午
前
９

時
～
午
後
５
時

会
場
小
金
原

体
育
館

種
目
ダ
ブ
ル
ス

黷
松
戸
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

・
長
谷
川
四
4
1－
7
9
2
5

番

サ
ー
ク
ル

リ
ン

リ

ー
ズ
（
混

声

合
唱

）

月
四
回
上
曜
日

午
前
1
0時
～

正
午

会
場
明
市
民
セ
ン
タ
ー

と
婦
人
会
館
（
交
互
に
利
用
）

費
用
月
額
三
千
円
（
入
会
金
な

し
）

蠢
平
川
四
6
2－
9
3
4
8

番

六
高
台
バ

ド
ミ
ン
ト

ン

ク
ラ

ブ

毎
週
水
・
土
曜
日
午
前
1
0時

～
正
午

会
揚
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー

費
用
月
額
千
七
百
円

（
入
会
金
千
五
百
円
）

蠢
東
間
四
8
5－
0
8
4
7

番

と

き

わ

平

少

年

少

女

合

唱

団

シ

ニ

ア

募

集

月

二

回
日

曜

日

午
前
1
0
時
～

正
午

会
場

常

盤
平

市

民

セ
ン

タ

ー

費
用

月

額
二

千

円

（
別

途
積

立
金

月

額

千
円

。
入

会
金

な
し

）

対

象

中
学

生

頸

加

藤

｀
8
4－
6
0
7
9

番

松

戸

第

九

コ

ン

サ

ー
ト

実

行

委

員

お

よ

び

合

唱

団

員

募

集

公

演
１９
一
月
1
5
日

㈲

市

民

会
館

で

練
習

毎
週

水

曜
日

午

後
６

時
3
0
分

～

９

時

費
用

月

額
二

千
円

蹇

松

戸

第

九

を
歌

う

会

・

高
橋

・
笳
一
－
2
9
7
3

番

保
健
衛
生

婚
前
新

婚
学

級

期 日 時間 内 容

6/3(1月)

ｊ

歡

結婚って親になるってどんなこと？
干葉大学保健管理センター・時田 光人氏

※血圧測定・尿検査を無料で実施

10(月)
気がついてからで は遅すぎ る( 妊娠、出産の心得)

医 師・林 謙治氏
※血液検査(貧血･梅毒･風しん抗体価など) を有料で実施

17(月)
幸せな家庭設計のために

保健婦
※検査結果をお知ら せし ます。

会
揚
勤
労
会
館

対
象
未
婚
・

新
婚
の
男
女
（
一
人
で
も
可
）

惠
６
月
１
日
出
ま
で
に
、
電
話

で

健
康
管
理
課
小
金
方
面

保
健

室
へ

食
生

活
講

座

時
間
午
前
1
0時
～
午
後
１
時

3
0分
（
2
4日
は
正
午
ま
で
）

会

穩
六
実
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用

材
料
費
七
百
円

圉

電
話
で
健
康
管
理
課
常
盤
平

方
面
保
健
室
・
1
8
4
－
1
3
3
3

番
へ

期日 内 容

5/2瘤 健康と食生活について

31愬
(話)

あなたの食事量は大丈夫？

(調理実習)

主婦の一食分

6/7R
カルシウム、十分とっ

ていますか？

カルシウムの多い食

品を使って

14廁
楽しい食事作り

心かけていますか？
手作りスピード料理

歯
の
衛
生
週
間
「
お
口
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」

６
月
１
日
出
午
後
１

時
3
0分

～
３
時

会
揚
衛
生
会
館

対

象
一
般
と
就
学
前
心
身
障
害
児

費
用
無
料

豪
車
で
の

ご
来
場
は
遠
慮
く
だ

さ
い
。

黷
健
康
管
理
課
保
健
計
画
係
ま

た
は
松
戸
歯
科
医

師
会
事
務
局

・
蕪
一－
3
5
5
3

番
（
月
・
水
・

金
曜
日
の
正

午
～
午
後
４
時
）

小
学
生
の
母
親
の
た
め
の
保
健
セ
ミ
ナ
ー
講
演
会

６

月
ｐ
一
日

困

午

前
1
0
時
～

正

午

会
場

市

民

会
館

内

容

①

思

春

期
の

男

女
の

性
－

医

学
的

立
場
か
ら
ー
東
峯
婦
人
ク
リ
ニ

″
ク

院
長

・

松

峯
寿

美

氏

②
思

春

期

の
子

供

の

性
に

ど

う
対

応

す
る
か
ー
社
会
教
育
的
立
場
か

ら
ー
轍
日
本
性
教
育
協
会
理
事

・
田

村
能
祐
麒
氏

※
保
育
は
あ
り
ま
せ
ん
。

匣
６
月
４
日

㈹
ま
で
に
学
校

を

通
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
飃

残

健
康
管
理
課
保
健
セ
ミ
ナ

ー

担
当

麻
し

ん
予

防
接
種

対
象
生
後
十
二
ヵ
月
～
七
十

二
ヵ
月
未
満

申
し
込
み
す
る

人
麻
し
ん
の
予

防
接
種
を
受
け

て

い
な
い
人
で

、
問
診
票
を
持

っ
て
い
な
い
人

申
し
込
ま
な

く
て
よ
い
人
平
成
２

年
４
月
１

日
～
５
月
3
1日

生
ま
れ
の
人
に

は
、
６

月
上
旬
に
直
接
問
診
票

を
送
り
ま
す
。

Ｍ

Ｍ
Ｒ

（
麻

し
ん

・
お

た
ふ

く
か

ぜ
・
風

し
ん

）
・

お
た

ふ

く

か
ぜ
予

防
接

種
（
希

望

接

種
）

対
象
生
後
十
八
ヵ
月
～
七
十

二
ヵ
月
未
満

申
し
込
み
す
る

人
Ｍ
Ｍ
Ｒ
＝
麻
し
ん
未
接
種
者

で
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
の
接
種
を
希
望
し
、

問
診
票
を
持
っ
て
い
な
い
人

。

お
た
ふ
く
か
ぜ
＝
麻
し
ん
の
予

防
接
種
を
受
け
た
人
で
、
お
た

ふ
く
か
ぜ
の
単
独
接
種
を
希
望

し
、
問
診
票
を
持

っ
て
い
な
い

人

申
し
込
ま
な
く
て
も
よ
い

人
以

前
の
問
診
票

を
持
っ
て
い

る
人
で
接
種
を
希
望
す
る
人
は

そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
。

※
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
か
か
っ
た

こ
と
の
あ
る
人

、
感
染
の
疑

い
の

あ
る
人
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
の

予

防
接
種
は
で

き
ま
せ
ん
。

申し込み要領黯
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

愛
の
献
血

期日 5/25( 土)

会

場
伊勢丹松戸店前

時

間

午前10時
～午後４時

主

催

松戸･松戸東･松戸
中央・松戸西ロー
タリークラブ

黷
健
康
管
理
課
業
務
係

譲
り
ま
す

【
家
具
】
◆
小
学
生
用
学
習

机
（
い
す
付
き
）
無
料
二
点
◆

食
器
棚
無
料
・
三
千
円
・
一

万
円
◆
テ
ー
ブ
ル
・
い
す
四

点
無
料
◆
サ
イ
ド
ボ
ー
ド
無

料
◆
整
理
た
ん
す
三
千
円
◆

洋
服
た
ん
す
三
千
円
◆
三
面

鏡
無
料

【
電
気
製
品
】
◆
全
自
動
洗

濯
機
一
万
円
◆
二
槽
式
洗
濯

機
無
料
◆
ワ
ー
プ
ロ
千
円
◆

簡
易
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
無
料
◆

超
音
波
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
無
料

【
子
供
用
品
】
◆
ゆ
り
か

ご

無
料
◆
ス
ト

ー
ブ
ガ
ー
ド
無

料
◆
し

ょ
い
こ
無
料
◆

ベ
ビ

ー
カ
ー
無
料
・
三
千
五
百
円

二
点
◆

自
動
車
用
補
助
い
す

千
円
・
三
千
五
百
円

◆
ベ
ビ

Ｉ
ベ
ッ
ド
」
二
千
円
◆
ベ
ビ
ー

は
か
り
千
円
◆
お
ま
る
千
円

◆

ぬ
い

ぐ

る
み

ふ

と

ん
五

百

円【
ス

ポ

ー
ツ

・
楽

器

】
◆

ジ

ャ
ン

グ

ル

ジ

ム
無

料

◆

家
庭

用
卓
球
台
三
予
円
◆
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
ハ
ー
フ
セ
ッ
卜
無
料

◆
ル

ー
ム
ラ
ン
ナ

ー
五
千
円

◆
エ
レ

ク
ト
ー
ン

無
料
◆
電

気
オ
ル
ガ
ン
無
料
◆
ク
ラ
シ

ッ
ク
ギ
タ
ー
無
料

【
日
用
雑
貨
】
◆
真
空
断
熱

保
温
な
べ
六
千
円
◆
ガ
ス
オ

ー
ブ
ン
無
料
◆
⑩
ガ
ス
瞬
間

湯
沸
か
し

器
三
千
円
◆
石
油

ス
ト
ー
ブ
二
千
円
◆
英
文
夕

イ
プ
ラ
イ
タ
ー
八
千
円
◆
電

気
鉛
筆
削
り
三
千
円
◆
洋
裁

用
裁
ち
板
無
料
◆
洋
裁
用
ト

ル
ソ
ー
無
料
◆
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
二
本
無
料
◆
現
代
日
本

文

学
全
集
百
巻
無
料
◆
エ
ア

ー
ポ
ッ
卜
二
千
円

圉
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
・
価

格
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
（
昼
間
）
を
明
記
し
て

、
５

月
2
4日
窗
〔
当
日
消
印
有
効
〕

ま
で
に
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三

八
七
－

五
松
戸
市
役
所
消
費

生
活
課
消
費

生
活
係
へ

※
相
手
の

紹
介
は
、
月
末
に

抽
選
し

、
当
選
者
に
電
話

連
絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は

自
主
交
渉
と
な
り
ま
す
。

○
次
回
掲
載
分
の
申
し
込
み

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、

電
話
で
５
月
2
4日

金
ま
で
に

申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
価

格
は
一
万
円
ま
で
で
す
。
原

則
と
し
て
衣
料
品

、食
料
品
、

自
転
車
は
扱
い
ま
せ
ん
。

黷
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

不用品情報

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………068-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービ ス……………………S66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレホンサービス……………………≫66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………登65-3430 番

市役所・支所

連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061



第７５５号

コジュケイ

褐色の身体 赤茶色

の顔 青つぽいのどと

まゆ

全長27 ㎝

翼開長40 ㎝

見られる所…下草の茂

つた林

中国大陸の南部が原産の鳥で、日本には狩

猟鳥として1918年に初めて持ち込まれた。そ

の後も放鳥が続けられた結果、今では各地に

定着している。下草の茂った林の中でチョッ

トコイ、チョットコイと大声でさえずるので

すぐ分かるが、姿はなかなか見せない。市内

では山林の減少に伴い、最近声を聞く機会が

少なくなってしまった。
松戸
の
野鳥

フ
ジ
の
大
樹

み
ご
と
に
咲
き
ほ
こ
る 松戸新田の高橋利松さんがら、フジの花だよりを頂き

ました。

高橋さん宅の庭にあるこ のフジの大樹は、市の保護樹

木に指定されている古いものです。

今年もたくさんの花をつけ、近所の評判になりました。

あなたの撮ったスナップ写真

(街の話題･身近な出来事など)

をお寄せ下さい。採用の方に

は記念品を差し上げます。幃広報課

気
を
つ
け
て
ネ
こ
ん
な
と
き

幼
稚
園
児
の
防
犯
教
室

防
犯
教
室
で
行
わ
れ
た
紙
芝
居

紙芝居を使って､「防犯教室」が開かれました。

これは、子どもたちを誘拐などの犯罪から守るうと、

４月23日に北部幼稚園で行われたものです。

松戸警察署手作りの紙芝居「きをつけてネ、こんなと

き」で、犯罪から身を守る方法をやさしく注意。ボラン

ティアによる手品などもあり、園児たちは大喜びでした。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
防
犯
教
室
に

協
力
し
て
い
ま
す
。
手
品
を
や
っ
て
み

せ
た
り
し
な
が
ら
、
子
ど
も
だ
ち
と
話

を
す
る
の
は
楽
し
い
で
す
ね
。

子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま

す
。

ボランティアで参加した

安 蒜道 之 さん(左)と稲 本光 義さん(右)

ソ 遠 の 宇 宙 飛 行 士 が

聖 徳 小 ・中 ・高 校 を 訪 問

生
徒
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
る

セ
レ
ブ
ロ
フ

さ
ん

４月旬日、ソ連の宇宙飛行士アレキサンドル・セレブ

ロフさんが、市内秋山の聖徳大学付属小・中・高校を訪

れました。

過去に宇宙飛行を２回経験しているセレブロフさんは、

地球の豊かさ、平和への願いを熱心に語りました。

セレブロフさんはその後、市役所に市長を表敬訪問し、

宇宙談議に花を咲かせました。

ま
つ
ど
文
学
散
歩

中
里

介
山

「

大

菩

薩

峠

」

映
画
な
ど
に
も
数
多
く
登
場
し
、
影
の

あ
る
時
代
劇
の
ス

ー
パ
ー
ヒ

ー
ロ
ー
と
し

て

有
名
な
音
無
し
の
構
え
の

剣
豪
・
机
龍

之
助
。
龍
之
助
か
主
人
公
の
中
里
介
山
の
「
大

菩
薩
峠
」
は
、
時
代
劇
小

説
の
先
駆
的
名

作
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
大
菩
薩
峠
」
は
、
第
一
巻
（
甲
源
一

刀
流
の
巻
）
が
大
正
二
年
に
都
新
聞
に
連

載
さ
れ
て
以
来
、
断
続
的
に
い
ろ
い
ろ
な

新
聞
、
雑
誌
に
発
表
さ
れ
、
昭
和
十
六
年

に
刊
行

さ
れ
た
書
き
下
ろ
し
の
第
四
十
一

巻
（
椰
子

林
の
巻
）
ま
で
二
十
八
年
間
も

執
筆
が
続
き
、
作
者
の
死
で
未
完
に
終
わ

り
ま
し
た
。

本
編
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
小
金
の
一

月
寺
は
、
「
普
化
宗
金
竜
山
一
月
寺
」
の

こ
と
で

、
現
在
も
同
じ
場
所
に
日

蓮
正
宗

一
月
寺
（
昭
和
三
十
五
年
に
普
化
宗
か
ら

譲
り
渡
し

）
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。

普
化
宗
は
、
一
般
的
に
は
虚
無
僧
寺
と

い
わ
れ
、
着
流
し
に
袈
裟
を
か
け
、
深
編

み
笠
を
か
ぶ
り
尺
八

を
吹
き
な
が
ら
行
脚
、

喜
捨
を
求
め
る
半
俗
半
僧
、
有
髪
の
姿
の

虚

無
僧

で

知

ら
れ

て

い

ま
す

。

時

代
劇

映

画

が

華
や

か

だ

っ
た
こ

ろ

は

、
よ

く

正

義

の

味

方
の

主

人

公

が

虚
無

僧

姿

で

登

場
し

、

深

編
み

笠

を

投

げ
上

げ
、

尺

八

を
刀

が

わ

り

に
悪
人
を
バ
ッ
タ
バ
ッ
夕
と

な

ぎ
倒

す

場

面
を

多

く

見
掛

け

た
も

の

で

す

。

禹

門
三

級

の
巻

四

し
も
う
さ
の
く
に
こ
が
ね
は
ら

下
総
国
小
金
ヶ
原
で
は
、

こ

の

ご
ろ

妙

な

こ

と

が
流

行

り

ま

し

た

。

月

の

出

る
時

分

に

な

る
と

、

一
人

の
子

供

が

、

一
月

寺

の

門

内

か

ら

一
人

の

坊

さ
ん

を

乗

せ

た
馬

を

曳

き

出

す
と

、

や

れ
見

ろ

、

そ

れ
見

ろ

筑

波
見

ろ

筑

波
の

山

か

ら

鬼

が
出

た

鬼

ぢ

ゃ
あ

る

ま

い
白

犬

だ

一
匹

吠
え

れ

ば

皆

吠
え

る

ワ

ン

ワ
ン

。

ワ
ン

ワ

ン

と
い

う
こ

の

地

方
の

俗

謡

の
節

を

、
馬

を

曳

き

出
し

た

子

供

が
面

白

く
口

笛

で

吹

き

立
て

る

と
、

小

金
の

宿

の

者
共

が
、

我

を

争

っ
て

彼
等

の

廻
り

を

取

巻

き
ま

す

。

（

中
略

）

「

世

は
末

に

な

っ
た

、

近
い

う

ち

に

世

界

の

立

直
し

が

あ

る

、
踊

る

な
ら

今

の

う

ち

」こ
の

ふ

れ

ご
と
は

、

短
い

な

が

ら

、
人

の
眼
前
の
快
楽
を
嗾
る
に
は
か
な
り
の
力

を
持
っ
つ
て
い
ま
し
た
。

「

踊
る

な
ら

今
の

う

ち
」

―

そ
こ

で

世
の

終

わ

り

が

な
ん

と

な
く

近

づ

い
て

、

大

が

前

路
の

短

い

慾

望

を
貪

り

取

ろ

う
と

す

る
形

勢

が

見
え

出

し

ま
す

。

小

金

ヶ
原
の

こ

の

踊

り

が
、

つ

い
に

江

戸
に

ま

で

伝

わ

る
に

至

り
、

そ

の

盛
ん

な

る
噂

を

聞
い

て

、
江

戸
か

ら

見

物

に

出
か

け

る
者

が

あ

り
ま

す

。

見
物

に

行

っ
た

者

は

必

ず

そ
の

仲
間

に

加

わ

っ
て

踊

り
出

さ

ね

ば
止

ま

な
い

こ

と
で

す
。

（
「
大

菩

薩
峠

」
）

（

市
立

図

書

館

）

本土寺内に移された一月寺遺石

スナップショット
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